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【救急搬送について】
  高齢化で今年度も１隻海上タクシーが廃業し、
現在海上タクシー2隻で月代わりで搬送対応して
いる。救急搬送がどうなるのか心配という話を聞
く。また、搬送する場合の消防団員も減少してい
る。救急搬送の場合の消防団員とは別に、団員Ｏ
Ｂの機能別消防団員がいて、この方々が応援に
なると思うので、団員OB全員に機能別消防団員
に入ってもらいたい。

 
(市長)
  機能別消防団員という制度が新しくできたことによって、
様々な方に、より活躍していただくような形でトータルの人
数を確保していくことが非常に大事だと思いますので、ぜ
ひ力を入れさせていただきたいと思います。
  また、海上タクシーについては、市の方で船を買うなどと
いうことはなかなか難しいところでありますが、私達として
どのような支援をさせていただくことがいいのかを、2隻の
事業者さんそれぞれと話し合いをさせていただいていると
ころでございます。

(消防長)
  機能別消防団員のことについて、お答えいたします。
機能別消防団員には出動報酬があり、災害補償が適用さ
れます。しかし、現消防団員の定年が70歳であるのに対
し、機能別消防団員には定年がなく、消防団員に支給して
いる年額報酬と退職報奨金もありませんので、あくまでも
消防団員のバックアップということで考えております。
  機能別消防団員については、消防団係を通じて、今後さ
らに区長さんとお話をさせていただきたいと思います。消
防団員が昼間仕事でいない時に、機能別消防団員でさら
に強化し、防災力を高めていきたいと考えております。

(救急搬送について)
　島浦町の救急出場件数は、令和3年度29件、令和4年
度31件、令和5年度は1月10日現在、20件となっていま
す。離島であるため、島浦町海上タクシー事業者に浦城港
もしくは阿蘇港までの海上搬送を委託している状況です。
島内の搬送については、島浦町内の港まで住民の共助や
消防団員の協力により行っています。
　今後も海上タクシー事業者との連絡を継続していくとと
もに、島内での傷病者搬送にかかる負担の軽減を図れる
よう、搬送資器材の整備等についても検討してまいりま
す。

(機能別消防団員について)
　　消防団員には、火災や風水害などの災害活動を行う
「基本団員」と、限られた活動のみを行う「機能別消防団
員」の２種類があります。全国的にも消防団員が減少して
おり、本市では幅広い住民の入団を促進するため、機能
別消防団員制度の活用を推進しています。
　機能別消防団員は、お仕事やご家族の都合などライフス
タイルに合わせて無理のない範囲で活動でき、現在、区長
会や自主防災組織、企業や大学など複数の団体と令和６
年度中の活動開始に向けて準備を進めています。
　消防団OBの他、区長会や地域住民など、様々な方が機
能別消防団員となり互いに協力し合うことにより、救急搬
送を含め地域防災力の向上につながるものと期待してい
ます。今後も引き続き機能別消防団員を含め、幅広く団員
確保に取り組んでまいります。
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【緊急搬送について】
  救急車を呼んだ場合に、誰か1人ついていかな
いといけない。この前も１件あり、私が一人ついて
行った。高齢者は独居の方も多く、身内を探せと
言ってもこれもまた難しくなってくる。どうにかなら
ないか。

(消防次長)
  どうしても病院に行ったときに、患者の方が動けないと
か、意識がない場合には、いろいろな手続きをしていただ
く必要があります。また、治療に関しても、家族の方のほう
が、その後の治療の方針などを決めることができますの
で、できましたらご家族などに連絡を取っていただく方を1
人は付き添っていただきたく、お声掛けしているところで
す。ただ、どうしても乗れない場合がありますので、それは
仕方がないことではありますが、ただ海上タクシーの中に
患者さんが1人になってしまいますので、ご協力をよろしく
お願いしたいと思います。

(市長)
  海上タクシーには一緒に乗っていただき、やむを得ず救
急車は患者一人になってしまうこともあるかと思いますが、
なるべく一緒に行っていただく方がいらっしゃったほうが、
ありがたいと思います。お一人暮らしの方が増えていて悩
ましいですが、可能な限り、地域の皆さんにお願いさせて
いただきたいと思っております。その中で現場の判断は柔
軟に対応させていただきたいと思います。

2

  救急車搬送時における同乗者は必須要件ではありませ
んが、病院に到着した際は、種々の手続きなど、ご家族や
関係者の付き添いが求められます。また、海上タクシーに
よる搬送時も患者1名とならないように、可能な限り同乗
していただくようお願いします。
　高齢化とお一人暮らしの方が増えており、厳しい状況で
あると認識いたしますが、今後ともご理解とご協力をいた
だきますようお願いいたします。
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【みやざきシニアパスについて】
  物価が値上がりしている中、県内全線1乗車
200円で済む「みやざきシニアパス」は本当に
助かっていますが、島の場合は船代がかかる。日
豊汽船にシニアパスを使って、日豊汽船も乗れる
ようにはできないか。なかなか難しいかと思うが、
シニアパスの利用期間内だけでも、日豊汽船で
もパスが使えるようにはできないか。

（市長）
  ご存じのとおり、バス会社と船会社で、会社が違うことも
あり難しいところがあります。一方で、船代を下げ、その分
を市と国で補助することについては、国土交通省の制度も
あるので、それを使って、200円とはならないかもしれませ
んが、今の制度で下げられる範囲はすぐにでもやらせてい
ただきたいし、国の方も延岡市さんが話をまとめれば、い
つでも応援しますと言ってくださっているので、今取り組ん
でいるところであります。

(地域・離島・交通政策課長)
  国土交通省や日豊汽船さんと協議をさせていただいて
おりますので、もうしばらくお時間いただければと思いま
す。

　「みやざきシニアパス」事業については、バス事業者によ
る路線バスを対象とした事業であることや、航路事業者が
ＩＣカード利用に対応していないことなどから、航路での利
用は難しいと思われます。
　一方で、国の制度を活用した島民の方々の航路運賃割
引の実施については、これまで、国や航路事業者と検討・
協議を行っているところでありますが、引き続き、関係機関
と連携しながら早期の実施に向けて取り組んでまいりま
す。
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【公園の遊具について】
  公園の遊具が錆びて危険な状態。どこに問い
合わせればよいか。

（市長）
  県の管理の公園だったかと思いますので、なるべく早く
改善してもらえるよう早速県に私どもの方から申し上げた
いと思います。
  一方で県の窓口としては、日向に港湾事務所がありま
す。皆さんも大変でいらっしゃると思いますが、区の皆様方
のご活動の中で、日向まで出向いていただき、皆さん方か
らおっしゃっていただくと、市からの要請と合わさり非常に
効果も出てくると思います。もしそのような機会がおありで
したらぜひ、声を出していただければと思いますし、我々も
もちろん今日承りましたので、早速対応していきたいと
思っているところでございます。

　ご質問いただいた公園の場所を後日改めて確認しまし
たところ、島浦町漁協の南側に位置する公園でしたので、
当該土地の所有者を確認しました結果、区が土地所有及
び遊具管理を行っておりました。
　そこで、当該遊具の安全管理について区にお尋ねしまし
たところ、今後撤去に向けて検討・対応していくとのお考え
でしたので、市は区に対して安全管理をお願いしたところ
です。
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【バスの増便について】
  宮崎交通のバスの便について、午後からは市内
に行く便がない。せめて午後の一便ぐらい増やし
てもらえないか。

5

(市長)
  特に船で来たお客さんはバスに乗る確率が高いので、
頻繁に宮崎交通さんには言っていますが、ドライバーさん
が不足しており、改善するという返答がもらえていないの
が現状であります。そこはまた、しっかり要請していきたい
と思っております。

(地域・離島・交通政策課長)
  午後の便については宮崎交通さんとも話し合いをしてお
りますが、やはり運転手不足ということもありますし、乗る
方が少なかったということで廃止した経緯もあり、復便は
厳しいというお話は聞いております。延岡市では交通計画
なども策定しており総合的に考えておりますが、すぐには
厳しい状況と認識しております。引き続き宮崎交通さんと
も話し合いをしていきたいと思っております。

(市長)
  地域の皆さん方がドライバー役を担っていただき、市が
補助する仕組みを方財地区と南方地区の下南方の方、そ
れから北浦の対岸の方の3地区で行っています。南浦地
区の方も、もっと不便なさっているわけですので、南浦地
区でもそういう形ができれば、財政面でも応援させていた
だきたく、座談会などをすでにやってきております。

(地域・離島・交通政策課長)
  南浦でも宮野浦から出ているバスに繋ぐのが熊野江の
方で、バス停までが遠いというお話もあります。そこまで乗
り合いタクシーの整備をするにも道が狭かったり、運転手
がいないという状況もありますので、地域の方で運送をし
ていく取り組みと一緒になって、地域全体で考えていくこと
もあり得るのかなと考えております。

                                              (次ページに続く)

  浦城港を経由する市内行きの路線バス午後の便につい
ては、以前から復便してほしいとの声があることを、これま
で宮崎交通の方へも伝えてきているところであります。
  しかしながら、ドライバー不足や宮野浦線の乗車率が落
ち込んでいるなど、復便するには大変厳しい状況下にある
ところであります。
  現在、市では市内路線バスの運行サービスを維持する
ため、「バス路線検討WG」を新たに立ち上げ、バス路線
改編等に関して具体的な検討を進めているところでありま
すので、より効率的な運行ができるよう、宮崎交通とも協
議を継続してまいります。
  また、地域住民の方々がドライバー役を担っていただき、
地域の公共交通ニーズを補っていくなどの取り組みに対
する補助メニュー等を市では用意しているところですの
で、そういった類のご意向があれば随時ご説明をさせてい
ただきたいと思います。
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(市長)
  ライドシェアについて報道等でご覧なったかもしれませ
んが、来年の4月から、2種免許を持っていない方でも、タ
クシー会社に属する形で運転手役ができるという制度が
解禁になるようであります。私どもも国とやりとりしたり、情
報収集したりしておりますが、タクシードライバーさんの8
割ぐらいの給料をもらえる可能性も出てきそうなので、国
の新しい制度改正も見据えながら、南浦の皆さんとの話し
合いもさせていただきたいと思っております。

6

【子育て支援について】
  年末の28日で保育所が保育納めということ
で、共働きだと29日とか普通に仕事があるので、
どうやって子どもを預けて見てもらおうか、すごく
悩んでいる。「えんキッズ」とか、民間だと親子の
森とかファミリーサポートさんなどがあり、結構活
用させてもらっていて非常に助かっている。しかし
そこも28日までしか開いていない。市としてどう
いうお考えを持っているのか伺いたい。

(市長)
  本当に大変ご苦労なさっていることだと思います。一方
でご存じのとおり、各保育園さんも人手確保がなかなか
難しい中で、年末年始も休みなくというとまた、人手確保
が難しいところもあるのも実情だと思います。ただそれはそ
れとしまして、29日以降、サービスをやれるとこがあるの
かどうか、我々の方でも、探ってみたいと思います。若干お
時間いただければと思います。

  12月29日の保育については、休日保育を実施している
「たちばな保育園」が受入可能（30日以降は不可）。ま
た、ファミリー・サポート・センターもサポート会員の都合が
つけば預かることが可能とのこと。
上記の情報を相談者様に提供し、たちなば保育園もしくは
ファミリー・サポート・センターと直接やり取りをしていただ
くよう依頼しました。
結果、12月２９日のみ、ファミリー・サポート・センターを利
用されました。
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【診療体制について】
  今お年寄りが、薬を貰うだけでも病院まで歩い
て行かなければならない。私は先生に往診できな
いか聞くが、できないと言う。北浦ではやっている
という話も聞く。
 前は車があったが、車検代など維持費が高くな
り、運転手も雇わないといけないのでやめてし
まった。市で考えてもらえないか。

（市長）
  お医者さんが往診に行くと診療報酬が割増しになる。往
診をしていただきやすいように国は制度を作っている。あと
はお医者さんのお考えということになりますが、診療所は、
市ではなく、区の経営になっておりますので、まずは区で、
そういうことを実現できないか、お話をしていただき、その
中で、車の経費など市から応援してもらえないかというこ
とになれば、ご相談いただきたいと思います。
  島野浦の年齢の高齢化が進んでおり、ご移動が大変に
なってきていることは実感しておりますので、何か私どもが
応援させていただくことで、往診が円滑にできればそれも
一つの方法ではないかと思いますので、今後区長さんな
どども協議をさせていただきたいと思っております。

 
  診療所まで来ることが難しい方に対しては、往診が出来
る事を説明し、患者さんが希望すれば基本的には対応し
ているとのことであります。しかし、検査などが必要である
と医師が判断した場合は往診をお断りする場合もあるとの
ことです。高齢化が進み、診療所までの移動が難しくなっ
てきている方もいると思われますので、他の地域で行われ
ているような、市の支援のもとで地域の方々で移動支援を
行う仕組みができないかなどについて、診療所の指定管
理者である島浦町区の役員の方などと協議をさせていた
だきたいと思います。

地
域
医
療
政
策
課

第
二
部

(

市
長

)

8

【高齢者の移動手段の確保について】
  軽自動車が以前あって、区の役員がお年寄りを
診療所まで送っていた。その車が車検切れになっ
て、維持費が区の方で賄いきれなくなり今の状況
になっている。今の先生は、重病の人や診療所に
行けない人には往診に行っている。自転車に乗
れない人が歩いて行くことが難しい。区の方で送
り迎えできるのが一番良いが、区の役員もみんな
仕事をもっていて難しい。車があって、乗せて行き
ますよということができればいいが、運転手を確
保するのは難しいところがある。

(市長)
  先ほど、方財地区と下南方地区と北浦地区で地域の人
達がドライバー役を担う仕組みが動いているとお話ししま
したが、その時に例えば車代の補助というような仕組みが
あります。例えば仮にですけど、病院、診療所との行き来の
みならず、島の中のご移動を地域の皆様方がドライバー
役を担い、走らせるという時にもともとの補助制度を活用
して、車の購入の補助プラス運営の補助などをさせていた
だくという形もあるかもしれませんし、あくまでも診療とい
うところに絞ってやるとしても、それはそれで私どもも前向
きには考えたいと思っています。無料にするか有料にする
か、ドライバー役の方が本当にボランティアでいいのかと
いう問題もあるとは思いますが、私どもも一緒になって区
の皆様方とも話し合いをさせていただきたいと思います。

  市では地域住民連携型有償運送構築事業の中で、地域
住民の方々が行う地域交通確保に向けた活動に対する補
助金を交付しています。
  現在市では、法律にもとづく許可・登録を受けず、ボラン
ティアで行う互助による輸送について、燃料費、自動車損
害保険料、自動車借上料などを３団体へ支援しているとこ
ろであります。
  互助による輸送以外にも、道路運送法にもとづき許可・
登録を受けた社会福祉法人、NPO法人等が有料で運送
を行う公共交通空白地域有償運送についても燃料費、自
動車損害保険料、自動車借上料、講習会受講料、運転士
人件費、オペレーター人件費等を支援するサポートメ
ニューを用意しております。
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【獣よけフェンスの設置について】
  猪と鹿が多い。熊野江の人たちとか猟師の人た
ちから応援してもらい、駆除はしているが、猟師の
人たちは、到底間に合わないという。それと2、3
日前には通学路に猪が出た。猟師の人達がよく、
通学路だけでもフェンスを要請したらどうかと言
われる。熊野江あたりの南浦地区では、畑の横の
通学路あたりはフェンスをつけていると言うので、
学校の通学路だけでもフェンスができないか。

(市長)
  フェンスは、国の補助があり、市内でもかなりフェンスも
増えてきている。その制度は、通学路よりは、どちらかとい
うと集落を守るみたいな制度になっていたと思いますの
で、通学路に使えるかどうかという点も含めて取り急ぎ調
べてみたいと思います。 家とか畑を守るというのであれ
ば、制度がつかえますので、皆さん方と話し合って、国にも
積極的に働きかけていきたいと思っています。
  捕獲については、、地区ごとに捕獲班がありますが、高齢
化で動ける人が少ない状況にあります。まだ議論の段階
ですが、特別班を一つ作ろうかという話があります。全市
的に、地区にとらわれず、市内どこでもお困りのところに
行って、捕獲をする特別チームを作って、いろんな所に集
中的に入っていくやり方も議論しています。
  それから、延岡里山塾には大ベテランの人が講師で来て
くださり、ワナかけのコツやなどを講義いただきます。1月
と3月にあります。今よりは被害を減らすコツはいろいろあ
るようですので、なるべくご参加いただければありがたい
と思います。

　林務課で整備していますフェンスは、イノシシ、シカ等に
よる農作物への侵入防止を図り被害軽減をるため、国の
事業を活用し農地周辺に整備する侵入防止柵です。
　ご意見の通学路へのフェンス設置につきましては、農作
物の被害軽減を図るための本事業の趣旨と異なりますの
で、整備は出来ないものと考えています。
　なお、島野浦地区でのイノシシ等の捕獲につきましては、
有害捕獲班、南浦班が行っていますので、引き続き積極的
な捕獲を働きかけてまいります。
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【道路の整備について】
  ①影ヶ谷まで砂浜があり、周回道路とは言わな
いが、あそこまでの道路がどうしても欲しい。小さ
い子ども達や孫が帰ってきても、砂遊びができ、
泳ぎに連れていけるところはあるが道路がない。
結局、対岸の須美江や下阿蘇に、島から外に連
れて行かないといけない。道路ができれば、観光
面などでもすごく役立つと思う。下阿蘇や須美江
は太平洋側を向いているが、島の浜辺は太平洋
を背にしているので波もなくきれいである。廃校
になった小学校の裏から影ヶ谷までは直線で
500ｍないと思う。山も、60ｍか70ｍくらい。ブ
ルドーザーなどで削ってもらって、安く上がるよう
な方法で何とかできないか。見積もりぐらいは知
りたい。島でありながら、小さい子ども達が夏に
泳ぐところがないというのは、恥ずかしい。唯一の
宮崎の島というところで、海岸道路だけしかない
というのは、残念である。
  ②子どもの遊び場とか海水浴などという考えは
なくて、産業をどうやって伸ばすかということが、
優先された。それがあったおかげで、島がまだ
残っているところがある。また、昔、周回道路の話
があった、それができてないおかげで、本当の自
然は残っている。泳ぎ場所の砂浜まで行く道がで
きると、また違う島ができるんじゃないかという希
望をもっている。どこの島に行っても、全部道路が
ついている。
 

10

(市長)
  せっかくのビーチなのにもったいないというのは、私も以
前から思っていました。本当に、開通してこんなにワクワク
する話はないなとも思います。まず幾らぐらいかかりそうか
大まかな見積もりができれば、この議論も、これはダメだと
なったとしても、その代わりの方法はないかなどできるか
もしれませんので、お話にありましたように、まずは多少粗
い計算かもしれませんが事業者さんにも協力してもらっ
て、探らせていただきたいと思います。
　

　砂浜へと繋がる道路の建設に係る調査事業を行い、必
要経費等について把握していきたいと考えます。
　今後、調査事業の実施に当たっては、建設する道路の
ルート等について、「島業」推進協議会において協議しな
がら進めていきたいと考えます。
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【避難場所の電灯について】
  ①旧小学校の屋上が宇津木地区の避難所に指
定されている。夜は真っ暗である。暗闇の中をど
う避難場所に上がって行ったらよいかわからな
い。入口もわからない。どこから登ればよいかも
わからない。改善をして欲しい。
  ②外階段なので危ない。常時灯をつけなかった
ら、転落事故を起こしてしまう。急いでいる時が多
いし、気もあせっている。残っているのは子どもと
年寄りと女性。本当に怪我人が出る。センサーラ
イトでもいいと思う。機会があれば現場を見ても
らうのが一番いい。

　
　

　

(危機管理課)
  電気がすべての施設に備わってるかというと、備わってい
ないところも多いので、市としては非常用持ち出し袋の中
に懐中電灯等を常備しておいてくださいとお願いしている
ところです。停電することも考えられますので、懐中電灯な
ども準備していただくことも一つ必要なことかなと思いま
す。

　旧小学校は３階から屋上が津波の指定緊急避難場所と
なっておりますが、緊急時の一時的な避難をする場所であ
り、照明設備等はどの避難場所も備えていない状況であ
ります。
　避難ビル等で元々施設自体の照明が備わっているところ
もありますが、危機管理課においては施設管理者ではな
いため、設備を整備することは難しい状況です。
　避難経路や入り口も日頃の避難訓練等を行うことで十
分に把握できると考えますので、地域での昼間や夜間な
どケースに応じた避難訓練も実施していただきたいと思い
ます。また、避難の際の非常持ち出し品として、懐中電灯を
備えていただければと思います。

危
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12

【AEDの設置場所について】
  宇津木地区は旧小学校の校長室前にAEDが
あるが、暗闇で入れない。消防の方に、どうしたら
いいか尋ねたところ、ガラスを割って入って使って
くださいと言われた。しかし、真っ暗闇で小学校の
入口の窓は頑丈にできている。漁師町なので、男
性は夜になると漁に出かけたりして、結局残され
るのは小さな子供と老人と女性。その中で、窓ガ
ラスを割って、真っ暗闇に入っていける勇気はな
い。運動場も広いので、1分1秒を争う中、そこに
入って、取るということは多分不可能だと思う。表
にもって来るか、女性でも取れるような状態にし
てもらいたい。

(総務部長)
  実際同様のお話をいただいていて、一部校舎の中から
外に新たに設置したという形もあります。島野浦小学校の
AEDをどこが管理しているのかということをまずは確認さ
せていただきたいと思います。しかし、一番気になるのが、
いたずらされないかということです。実際使わないといけ
ないときに使えないとなると、もともと何のために設置して
いるのかという話になりますので、まずは所管を確認し、現
場を見て、そういった手法が可能かどうか検討させていた
だきたいと思います。

　
  延岡市では、令和４年度に24時間いつでも誰でも使用
できるＡＥＤの整備を行い、令和５年３月までに、まずは市
内の小学校区ごとに１台以上確保したところです。島浦学
園区については、ご提案のあった旧島野浦小学校から直
線で400メートル程の距離にある離島センターの防災倉
庫に24時間いつでも使用できるＡＥＤを設置しています。
　　現在でも、既存の24時間使用できるＡＥＤから数キロ
離れている地区等もあることから、24時間使用できる屋
外型ＡＥＤを順次設置すること検討しているところです。ＡＥ
Ｄの屋外収納ボックスの購入・設置には費用も生じること
から、すべてのＡＥＤをすぐに屋外設置とすることは難しい
ですが、島野浦島という離島の特殊性等も鑑みた上で、他
地区とのバランス等も考慮しながら、ＡＥＤの屋外設置に
ついても検討してまいります。
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【公衆トイレの設置について】
  島野浦の神社下の公園ぐらいから、この北の方
面は、公園やトイレがない。釣人がトイレがなくて
困っているということを聞いたことがある。トイレ
の設備もできたらと思っている。小学校跡地にト
イレがあるので、そこを使えるようにできないか。
しかし整備してもらったとしても、掃除やトイレット
ペーパーの補給など、いろいろ出てくると思う。そ
れもどうにかできればという意見がある。

(総務部長)
  維持管理や観光面まで考えないといけません。地元のな
かでのこの辺りにあるといいというところを、私たちの立場
ですぐにそこに設置できますとも言えませんので、そのよう
なお話があっていたというところは持ち帰らせていただき
たいと思います。

　既存のトイレとして旧島浦小学校のトイレを使用すること
については、校舎の老朽化等による安全上の課題も踏ま
えて判断する必要があります。
　一方で、新たな公衆トイレの設置に当たっては、設置場
所や維持管理について、区のご意見を踏まえながら、協
議・検討を進めてまいります。
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【小学校の跡地活用について】
  小学校跡地に草や木が入って荒れた土地に
なってきている。老朽化も目立っている。市にどう
にかして欲しいとか、どこかの団体に草を刈って
欲しいとなると話は違ってくると思うので、地域の
方たちに緑化運動というか、花の好きな方など
に、花を植えたりできるようにしていったらどうか
と思う。使わせてもらえるのであれば、無償で使
いたい方を募って花壇を使う。人の手が入ってい
けば、綺麗に保てるのではないか。何かアイデア
などあれば、教えていただきたい。
  以前、教育委員会の方にも申し上げたが、老朽
化が目立つので、小学校内は使うことはできない
と言われた。小学校内が使えないのであれば、運
動場だけでも無償で使えないかと思う。美化運動
にもなって、小学校が綺麗に保てると思う。

(教育部長・総務部長)
  お話については、持ち帰らせていただきたいと思います。

　
  小学校跡地施設については、島野浦学園の教職員によ
り、適宜草刈り等を行っていますが、昨年の猛暑による雑
草の成長は早く、追いつかない状況もありました。島野浦
学園の管理で手一杯な状況もあることから、新年度から
は業者への委託も含めた除草管理を検討しているところ
です。
　今後、地元の皆さん方の緑化運動や、花の好きな方の植
栽など、活用してみたいというご相談等がありましたら、一
緒に検討させていただきたいと思います。
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